標高点の抽出

　　　標高点データへ方眼を引き、各々の方眼の中心に最も近い標高点を１点抽出します。

　　　抽出した標高点をSIMA_Formatデータに変換します。
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――　標高点データを範囲選択します。

――　標高点を抽出します。

――　標高点抽出の終了
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１．標高点データ選択

――　座標ファイルより標高点データを範囲選択します。

――　選択した標高点データの修正・出力をします。

[image: image3.png]


標高点データ選択

　　座標ファイルの登録Noを、自～至の形で範囲選択します。

　　　　　　　　　０　＜　自No
　　　　　　自No　≦　至No
　　　　　　範囲数　：　Max＝２０　　２０以上の範囲指定をする場合、

データ修正で追加入力してください。

＊　重複して選択しないでください。

＊　既存の標高点データ範囲及び結線データは削除されます。

必要な場合、ファイル名を変えて保存してください。
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２．標高点の抽出

　　　　標高点を抽出します。

・ 展開する図面の縮尺

　　　　　　　標高点を展開する図面の縮尺を選択します。　入力可
　　　　　　　　　１／５０

　　　　　　　　　１／１００

　　　　　　　　　１／２００

　　　　　　　　　１／２５０

　　　　　　　　　１／５００

　　　　　　　　　１／１０００

・ 抽出する標高点の密度

　　　　　　　図上何センチメートルに１点展開するか選択します。　入力可

　　　　　　　標　準　――　４cm平方メートルに１点　（公共測量作業規程）

　　　　「例」．　１／５００縮尺で４センチメートルに１点の場合

　　　　　　　　　現地距離 ２０ｍ×２０ｍの方眼の中にある標高点データの内、方眼の中心に最も近い１点を抽出します。

　「抽出開始」　――　で計算が始まります。
計算が正常終了すると、「Height_Ext.sim」　SIMA_Formatファイルが作業中の「現場名」フォルダの

中に作成されます。
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　　　　　　　　図上4cm×4cm
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